
「いのち輝く森づくり･海づくり」
─ 高低差4,000mのとやまから ─

平 成 2 9 年 2 月18 日土
13：30 〜 16：30

北 日 本 新 聞 ホ ー ル
（富山市安住町2–14）

「 山・森・海をめぐる水 」
講 師：  沖 　 大 幹（東京大学生産技術研究所 教授）

「 富山・高低差4,000mと環日本海の姿 」
	コーディネーター：	 張 　 　 勁（富山大学大学院理工学研究部 教授）

	 パネリスト：	 沖 　 大 幹（東京大学生産技術研究所 教授）

		  藤 田 　 香（日経BP社 日経エコロジー編集＆日経ＢＰ環境経営フォーラム 生物多様性プロデューサー、富山大学 客員教授）

		  長谷川幹夫（富山県森林研究所 上席専門員）

基 調 講 演

パネルディスカッション

2014年10月、富山湾の「世界で最も美しい湾クラブ」への加盟が承認されました。
「世界で最も美しい湾クラブ」とは･･･

ユネスコが支援する非政府組織（NGO）で、世界遺産のフランス･モンサンミッシェル湾、ベトナム･ハロン湾のほか、アメリカ･サンフランシスコ湾など、
世界の選ばれた41湾（24カ国･1地域）が加盟し、湾を活用した観光振興と資源の保全を目的に活動しています。（1997年設立）

主催／富山県・日本海学推進機構　　後援／北日本新聞社

入場無料

日本海学
シンポジウム
日本海学
シンポジウム



日本海学シンポジウム 参加申込書 （FAX、郵便でお申し込みの場合にご利用ください。）

ふ り が な

氏 名 代 表 者
住 所ふ り が な

氏 名
ふ り が な

氏 名 電 話

※ 聴講券は配布いたしませんので、申し込まれた方は当日直接会場にお越しください。

076-444-8694FAX

日本海学とは
日本海とその周辺および関係地域全体を、生命の源である海を共有す
る一つのまとまりとしてとらえ、海との関わりを軸にその自然・文化・
歴史・経済などを総合的に研究し、新たな領域を創成するとともに、
地域間の交流を促進し生命の輝きが増す未来を構想する取り組みです。

ホームページ▶http://www.nihonkaigaku.org/

お問い合わせ・お申し込み
氏名、住所、郵便番号、電話番号を明示のうえ、ハガキ、電話、FAX 
またはE-mailで下記へお申し込みください。

日本海学推進機構
〒930-8501 富山市新総曲輪1-7（富山県地方創生推進室内）
TEL 076-444-3339 ／ FAX 076-444-8694
E-mail adm@nihonkaigaku.org

※なるべく公共交通機関をご利用ください。
※富山駅より徒歩10分、または市内電車「県庁前」電停より徒歩1分
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講　師：沖 　 大
た い

幹
か ん

（東京大学生産技術研究所 教授）

1964年東京生まれ、西宮育ち。1989年東京大学大学
院工学系研究科修了、1993年博士（工学、東京大学）、
1994年気象予報士。1989年東京大学助手、1995年
同講師等を経て2006年より現職。2016年より総長特任
補佐、国連大学上級副学長、国際連合事務次長補を兼
務。専門は水

すい

文
もん

学
がく

で、地球規模の水循環と世界の水資源
に関する研究に取り組む。気候変動に関わる政府間パネル

（IPCC）第5次報告書統括執筆責任者、国土審議会委員ほかを務める。著書に 
『水の未来』（岩波新書）、『水危機 ほんとうの話』（新潮選書）、『水の世界地図 
第2版』（監訳、丸善出版）など。生態学琵琶湖賞、日経地球環境技術賞、日本
学士院学術奨励賞など表彰多数。水文学部門で日本人初のアメリカ地球物理学
連合（AGU）フェロー（2014年）。

コーディネーター：張
ちょう

　 　 勁
け い

（富山大学大学院理工学研究部 教授）

1967年中国・西安市生まれ。1989年中国東北大学卒業
後来日。1992年東京大学大学院理学系研究科化学専攻
修士、1995年同博士課程修了、博士（理学）。科学技術
庁放射線医学総合研究所特別研究員を経て、1998年よ
り富山大学に勤務、2008年より現職。SCOR（国際海洋
研究科学委員会）日本指名代表委員。日本学術会議連携
会員。環日本海環境協力センター理事。専門は、化学海
洋学と環境地球化学。研究内容は地球温暖化などに起因する環境変化、縁辺海
洋の物質循環とメカニズムの解明。業績多数。2007年とやま賞受賞。

パネリスト：沖 　 大 幹（東京大学生産技術研究所 教授）

パネリスト：藤 田 　 香（日経ＢＰ社 日経エコロジー編集＆日経ＢＰ環境経営フォーラム
生物多様性プロデューサー、富山大学 客員教授 ）

富山県魚津市生まれ。東京大学理学部物理学科卒業。「日
経エレクトロニクス」記者、「ナショナルジオグラフィック
日本版」副編集長、「日経エコロジー」編集委員を経て、
環境先進企業が集まるコンソーシアム「環境経営フォーラ
ム」の生物多様性プロデューサーとして活躍。編書・共
著書に『70の企業事例でみる生物多様性読本』、『森で経
済を作る』、『自然資本入門』など。環境省のSDGsステー
クホルダーズ会合委員、環境人づくり企業大賞WG審査員などを務める。

パネリスト：長谷川幹夫（富山県森林研究所 上席専門員）

1955年愛知県生まれ。信州大学農学部林学科卒業。岐
阜大学大学院農学研究科修了。富山県森林研究所で森林
管理・緑化に取り組み、森林資源課長、副所長、所長を
経て現職。2003年全林試協第15回研究功績賞、2008
年第54回森林技術賞受賞。2006年博士（農学、新潟大 
学）。『富山県の天然林とその管理–応用編–』、『雪国の森
林づくり』・『広葉樹の森づくり』ほか著書・論文多数。

山・森・海をめぐる水

富山・高低差4,000mと環日本海の姿

基調講演

パネルディスカッション

13：40 〜 14：40

14：50 〜 16：30

「いのち輝く森づくり･海づくり」
─ 高低差4,000ｍのとやまから ─

平成29年 2月18日土
13：30 〜16：30

北 日 本 新 聞 ホ ー ル
（富山市安住町2–14）

入場無料

日 本 海 学
シンポジウム


